
聖書週間 

 

神の愛を知り、神の心を受け取るために、わたしたちは新約聖書と旧約聖書を神のことばとして 

読み、大切にします。「聖書週間」は、すべての人、とくに信徒が、この聖書に「より強い関心をもち、 

親しみ、神の心に生きる」ようになるための週間です。 

各教区では、聖書への関心を高め、より親しむために、講演会、研修会、展示会などの催しが 

計画されます。このような催しに進んで参加するとともに、自分でも積極的に聖書に近づきましょう。  

たとえば、毎日欠かさず聖書を 1章ずつ読む方法や、ミサにあずかれなくても、ミサの聖書朗読の 

当日分を毎日読む方法も勧められています。  

 

2024年の聖書週間は、11月 17日～24日です。  

今年の聖書週間のテーマ 

今年のテーマは「初めに言があった。」 （ヨハネ 1・1）と決められています。 

      

（カトリック中央協議会ひとくちメモより） 


